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論文内容の要旨
第1章 序論
東日本大震災を契機として， 各自治体では実効’性のある避難計画の策定が必要となっている． 東日
本大震災を振り返ると， 著しい避難渋滞に巻き込まれ津波の犠牲になった方も多くおられたと考えら
れる． あのような交通渋滞の発生理由としては， 避難交通の「量 」に対して避難インフラが不足する
だけではなく， 避難交通の「質（内容）」によるところも大きかったと考えられる． 従来， 避難計画の
策定にあたっては津波避難シミュレーションを用いてソフト ・ ハ ー ド施策案が検討されてきた． しか
し， このような避難支援策の検討手法は， そもそも， ①津波避難時に特有の交通現象（問題）を表現
した上での施策評価となっているのか， ②ある一場面のみに有効な施策となっていないか， ③実際の
避難時に施策は機能するのか という三点で課題があると考えられる．
一点目の課題に対しては， 従来シミュレ ーションのように避難者数 (Demand）と避難インフラの
位置 ・ 量（Supply）の関係のみから計算するのではなく，渋滞を誘発し避難に遅れをきたす避難行動，
交通現象を適切に表現するシミュレーションモデルが必要と考えられる．
二点目の課題に対しては， 避難者の不確実な行動を除外するため 規範的な避難行動を仮定し， 地域
インフラの限界能力を評価し， その上で必要な施策を検討すべきと考えられる．
三点目の課題に対して， まず， ハー ド施策であればある程度その効果を期待できる． 一方で， 防災
訓練などソフト施策は， 実際の避難時， 訓練通りに行動せず渋滞が発生したという事例も聞かれる．
ソフト施策を機能させるためには， 予め地域の理解を得るための手続きが重要と考えられる．
以上の課題に応えるべく， 本研究では， 規範行動を仮定した数理モデルとシミュレーションモデル
の連携による避難支援策の策定手法を構築する．
第2章 既往研究
本章では， まず津波避難行動に関する調査， 研究を確認した． これらからは， 避難時には平常時と
異なる行動がとられるため そのような行動を考慮した上で施策検討を行う必要があると考えられる．
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論文審査結果の要旨 
 
本研究は，災害時特有の交通現象を再現できる交通シミュレーションモデルを開発するととも
に，規範的行動に基づいた数理計画モデルとの連携による避難支援策の策定手法を提案したもの
である．近い将来に大きな災害が予想されているわが国の自治体では，東日本大震災の経験を教
訓に，避難支援策を策定することが課題となっており，本研究は実効性のある避難支援策を効率
的に策定する方法を提案するものとして，時宜を得ており社会的な有用性も認められる． 
第1章，第2章における研究目的，既往研究のレビューに続いて，第3章では災害時特有の交通現
象を考慮する機能を備える避難交通シミュレーションモデルを構築している．歩行者と車両の錯
綜現象，肉親の安否を確認するピックアップ行動，信号滅灯などの特異な規制や制御を再現でき
る機能を組み込んだモデル開発を行うとともに，それを石巻市と共同して石巻市自動車避難計画
の検討に適用したことは，実務に適用できることを実証しており，有用性が確認された．  
第4章では，規範的行動に基づいた数理計画モデルを構築している．この数理計画モデルは，ネ
ットワーク上に待ち行列を作らないように，避難目的地，避難経路，避難時刻を制御した場合の
最適避難パフォーマンスを与えるものであり，数多くのシナリオに基づいた避難支援策のベンチ
マークを与えるものとして独創的であり，新規性が認められる． 
第5章，第6章では，数理計画モデルの結果を避難交通シミュレーションで検証するとともに，
数理計画モデルと避難交通シミュレーションモデルとを連携させて，避難行動の改善を図るソフ
ト対策ならびに避難インフラ整備などのハード対策の検討手続きを提案している．  
第7章は，まとめと結論である． 
以上のように本論文は、災害時特有の交通現象を再現できる避難交通シミュレーションモデル
の開発と，規範的行動に基づいた数理計画モデルの連携によるベンチマークの理解を通して，災
害時の避難支援策の策定を実効性を持ちつつ効率的に進める手順を示しており，人間社会情報科
学ならびに災害時の交通計画の発展に寄与するところが少なくない．  
よって、本論文は、博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
